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例  言 
 

　福岡市は、古くから大陸との文化交流の門戸として、また対外交易や外交の窓口として栄えてきた地
域であります。このような歴史的環境のもとに市内には数多くの史跡や文化財が残されており、本市に
おきましては保護と活用に努めているところであります。しかしながら、都市の発展に伴う開発行為に
よりやむを得ず失われていく埋蔵文化財もあり、これらについては事前に発掘調査を実施し、記録保存
を行っています。 
　本書は、博多区那珂1丁目地内における個人専用住宅兼共同住宅の建設に先だって行われた那珂遺跡
群第115次調査の成果の報告書です。 
　本調査では、弥生時代から古代にいたる非常に濃密な分布を示す集落跡を検出しました。特に、今回
発見された初期の瓦を伴う飛鳥時代の大型建物群は、古代における最初期の役所（官衙）の一部である
可能性があり、この地域の歴史を考える上で非常に重要なものと考えられ、今後の歴史的な評価や検討
が待たれる貴重なものであります。 
　本書が、文化財保護への理解と認識を深める一助となり、また研究資料としても活用して頂きました
ら幸いに存じます。 
　最後になりましたが、発掘調査の実施についてご理解をいただき、調査費用の負担をはじめとする多
大なご協力を賜った廣田誠司氏をはじめとする関係各位の方々に対し、心より感謝の意を表する次第で
あります。 
 
平成20年3月17日 

１．本書は、福岡市教育委員会が、平成19（2007）年1月18日から同年3月16日まで発掘調査を実施した、個人専用住

宅兼共同住宅の建設に伴う那珂遺跡群第115次調査の報告書である。なお発掘調査費用の一部は国庫補助金を適用

している。 

２．遺構の呼称は記号化し、掘立柱建物をＳＢ、竪穴住居をＳＣ、溝状遺構をＳＤ、土坑（貯蔵穴を含む）をＳＫ、

性格不明遺構をＳＸ、柱穴をＳＰとしている。また遺構番号は、調査時における番号をもとに一部整理し、修正し

て報告している。 

３．本書の遺構図に用いる方位北は磁北である。調査区の座標は任意のものである。ただし、福岡市教育委員会埋蔵

文化財課が那珂地区に設置した測量基準杭より国土座標を移動して調査区の国土座標上の位置を求めている（Fig．

3）この座標系は日本測地系による（ただし巻末抄録は世界測地系である）。またレベルは、上記の測量基準杭の

標高から移動して用いている。 

４．本書に用いる遺構図の作成は、久住猛雄、荒牧宏行（調査時埋蔵文化財第１課）、阿部泰之（埋蔵文化財第2課）

が行ったほか、九州大学、別府大学、早稲田大学の学生・大学院生の協力を得た。遺物の実測は、本田浩二郎（埋

蔵文化財第1課）、平ノ内武史（別府大学大学院）が主に行った。そのほか、瓦の実測は比嘉えりか（福岡大学大

学院）、石器・石製品は山口譲治（埋蔵文化財第１課課長）、山口朱美、平ノ内が、鉄製品・ガラス玉は比佐陽一

郎（埋蔵文化財センター）が行い、一部を久住が実測した。拓本の採取は坂井かおり、宇野美嘉、宗近健太郎、成

清直子が行った。製図は坂井、平ノ内、比嘉、成清、久住が行った。遺構写真および遺物写真は久住が撮影した。

本書の編集と執筆は久住が行ったが、瓦に関する記述と観察表の作成は比嘉の協力を得たほか、石器・石製品は山

口譲治が執筆した。 

５．本調査に関わる出土遺物と記録類は、全て福岡市埋蔵文化財センターにおいて収蔵・管理される予定である。 
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1．はじめに
１．調査に至る経緯と調査の経過

平成18（2006）年5月15日付で、�田誠司氏より、博多区那珂一丁目707番地内における個人専用住

宅兼共同住宅の建設工事に関して、文化財保護法に基づく届出が福岡市教育委員会埋蔵文化財第１課

に提出された（事前審査番号18-2-162）。申請地は周知の埋蔵文化財包蔵地である那珂遺跡群（分布地

図番号37-0085）に含まれており、周囲の発掘調査の成果から、埋蔵文化財が存在する可能性がきわめ

て高いと判断し、予定される工事内容はこれに影響を及ぼすと推定できた。そのため申請者に対し、

確認調査の実施を要請し、協議の結果、平成18年5月18日に確認調査を行った。

確認調査の結果、地表下－30cmにおいて遺物包含層および遺構を検出し、比較的浅い深度において

多くの遺構が良好に遺存していることが判明した。したがって、予定される建設工事はこれに影響す

ることが明らかとなったため、工事を行う場合には事前に埋蔵文化財の記録保存が必要であると判断

した。このため、埋蔵文化財第1課と申請者との間で協議を重ね、記録保存のための発掘調査を行う

ことで合意を得た。そして平成19（2007）年1月9日付けで、�田誠司氏を委託者とする埋蔵文化財発

掘調査業務委託契約書を福岡市教育委員会との間で締結した。平成19年1月17日から同年2月28日に本

調査を行い、平成19年度に整理・報告を行うこととした。また調査費用については、調査事務所設置

費用など一部を委託者が負担するが、当該事業には委託者の個人専用住宅部分があり、また共同住宅

建設も委託者による個人事業であるため、国庫補助金適用要項に基づき、他は国庫補助金を適用する

ことになった。

本調査は、契約上の開始日より1日遅れ、1月18日から重機による表土掘削を開始した。翌1月19日

には機材搬入を行い、現場設営や遺構検出など、調査作業を本格的に開始した。遺構は地表下－20～

40cmで検出でき、ここで重機による掘削を止めたが、予想以上の濃密な遺構の重複のため個々の遺構

のプランが不明確で遺物包含層状となっており、やむなくこれから全体的にさらに約10cm前後を人力

で掘削した。また調査地の包含層や遺構覆土が非常に堅くしまっており、全て人力掘削では時間的に

厳しいと判断し、この包含層の一部についてはやむを得ず小型重機を用いて掘削し、廃土から遺物を

採集した部分もある。このようにまず包含層掘削が必要となり、また密集した遺構の重複の判断も難

しく、遺構検出までに多くの時間を費やすことになった。２月初めに全体の遺構検出をやっと終えた

が、非常に複雑な遺構の重複のため、遺構掘削とその記録作業の進行は時間的、労力的にかなり厳し

いものとなった。この状況の中、２月上旬の段階で、遺構の記録作業や重複する遺構の下部遺構の掘

削・精査を考慮すると２月末までの本調査期間では調査の完遂が困難であると考えられた。またこの

頃、遺構群の中に飛鳥時代の初期瓦を伴う掘立柱建物が存在することが明らかになり、歴史的な重要

性を持つことから、十分な精査の必要性も生じた。このため調査期間の延長を要請する必要性が生じ、

委託者の廣田誠司氏や委託者側の工事請負業者に対し、調査の進捗状況や遺構の重要性について説明

しつつ、断続的に協議を行った。この結果、埋蔵文化財の調査についての深いご理解をいただき、３

月半ばを目途とする調査期間の延長についての承諾とご協力を得ることができた。この後、２月下旬

までに遺構の大部分を掘削し、２月28日に調査区全景の写真撮影を行った。3月に入り、図化記録作

業を進行しつつ、遺構の重複で隠れていた下部遺構の調査を行い、これらを掘削・精査し順次図化記

録を行った。この間、埋蔵文化財第１・２課の職員の応援も得ることができ、平成19（2007）年３月

16日までに現場における全ての調査作業を終了させ、機材などを撤収し、廃土を重機により埋め戻し

て本調査を終了した。

なお、整理作業と報告書作成は平成19年度に行った。



２．調査の組織
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３．遺跡の立地と歴史的環境
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Ⅱ．調査の記録
１．調査の概要（Fig. 4、PL.1－1,2、PL.5－1～4）
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20．暗褐～黒褐色土ローム橙褐色土　
土粒・小土塊20％＋粗砂粒少し入る

21A．暗褐（～黒褐）色粘質土＋ロー
ム土塊（大・小）・ローム土粒30％，
土器片含む，粗砂わずか

21C．黒褐（～暗褐）色土ローム小土
塊・土粒10％＋灰色（灰褐色）粘土
土塊しみ状（10％）

21B．黒褐（～暗褐）色粘質土＋ロー
ムにぶい橙（橙褐）色小土塊10～
20％

21D．21層中でもローム土塊多い
21E．21A層に近いが層界にローム土塊　

少なく上下に21D層があり21A層と
分かれる（※最終的な平面プランと
写真による検討の結果、21層が分離
された。）

22．黒褐色土＋ローム橙色土大土塊・
橙褐色土80％（一部八女粘土塊わず
か）

23．黒褐色粘土＋ローム土粒10％
24．暗褐色土（～にぶい褐色土）＋ロ

ーム橙色土大土塊70％
25．暗褐色土＋ローム小土塊・土粒

40％
26A．暗褐色粘質土＋橙色・橙褐色土

ローム土塊（一部灰色粘土塊少し）
20％

26B．暗褐色粘質土＋ローム橙色土塊
60～70％

27．暗褐色土20％＋褐色（にぶい褐色）
粘質土40％＋橙色ローム土塊40％

28．黒褐色土＋にぶい褐色土10％（住
居埋土か）

29．黒褐色土＋にぶい橙色ローム土小
土塊20～30％

30．黒褐色土＋ローム土小土塊・土粒
60％＋暗褐色土10％

31．橙色ローム土塊90％＋黒褐色土
32．25層に近いが（25’）、黒色土多い

（前後の関係から分層される）

14．暗褐灰色土＋ローム橙色土塊50～
60％

15．暗褐色土＋ローム土粒・小土塊20
～30％

16A．暗褐色土＋ローム褐色土10～
20％＋灰褐色（粘質）シルトしみ状

16B．暗褐色土＋ローム土粒・小土塊
10％＋明褐色ローム土20％

17．黒褐～暗褐色土＋ローム橙色土・
褐色土粒・小土塊10％

18．17層よりローム橙色土塊大きく多
量（20％以上）

19A．暗褐色土＋にぶい橙褐色ローム
土10％以上＋粗砂礫粒少し＋灰褐色
シルトしみ状

19B．暗（～黒褐）色粘質土＋にぶい
橙褐色ローム土10～20％＋粗砂レキ
粒少し

SP1001土層
0．にぶい灰色～淡褐灰色粘土（少し

砂質シルト混入）＋暗褐色土少し、
土器破砕破棄

1．灰（黄灰）色～淡褐色粘土（＋暗褐
色土微量）

2．明黄灰色粘土
3．暗褐色土＋にぶい褐灰色粘土
4．にぶい灰色～にぶい褐灰色粘土
5．褐灰色粘土＋遺物少し、粗砂礫粒

少し含む（5’層はやや暗い土色）
6．やや暗い褐灰色粘土
7．灰色～暗褐灰色粘土＋暗褐灰色土

少し＋ローム土粒少
8．７層に似る
9．暗褐色土＋ローム土粒＋褐灰色粘

土少し
10．暗褐色土＋褐灰色粘土
11．暗褐色土＋にぶい褐色土
12．暗褐色土＋ローム土粒
13．暗褐色土＋にぶい灰～暗褐灰色土

40％

SP1004土層
1. 黒褐色粘質土（ローム土塊5cm大を

若干含む），柱痕
2．黒褐色粘質土（1層と近似）
3．ローム土塊＋泥状黒褐色土（ロー

ム土塊5cm大を含む）
4．ローム土塊＋泥状黒褐色土（3層と

近似、層界不明瞭）
5．灰色粘土＋泥状黄橙色ローム（柱

痕はこの層までは達しない）
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２．検出遺構

１）掘立柱建物（Fig. 5～9）

粗砂粒や粘土ブロックの多い覆土のもの
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36．暗褐色土＋橙色ローム土塊・ローム土粒50％斑状
37．36より暗くない（明るい）褐色土＋ローム土塊・土粒

60～70％
38．黒褐色粘質土80％＋暗褐色土10％＋橙色ローム土小土

塊・土粒10％
39．31A層と同じ
40．黒褐色粘質土（＋暗褐色土・ローム土粒少し）
41．褐～暗褐色土＋橙色ローム土塊60％～70％
42．褐～暗褐色土＋橙色ローム土塊80％
43A．橙色ローム土塊80％＋暗褐～褐色土
43B．ローム土塊60％＋暗褐～褐色土
44．橙色ローム土大土塊90％＋暗褐～褐色土
45．暗褐色土＋橙色ローム土塊50～60％
Ａ．明褐色～橙褐色ローム地山
Ｂ．にぶい橙褐色ローム地山
Ｃ．橙褐色ローム＋浅橙色～浅黄色粘土混じりの地山層

（八女粘土への漸移層）

SX106（貯蔵穴）土層
1．暗褐色土＋灰色土（暗灰色シルト）30％＋粗砂礫粒
2．黒褐（～暗褐）色土＋ローム土粒・小土塊5％，2A層

は灰色土しみ状＋粗砂入る（1層に近い）
3．黒褐色土（＋ローム土粒），しまりあり堅い
4．1層との関係は微妙（下の層との関係から分離），黒

褐色土＋ローム土粒＋灰色土塊15％
5．8層に近いが，灰色（暗灰色）土少し含む
6．7層に近い，黒褐～暗褐色土＋暗橙色ローム土粒40％
7. （黒褐～）暗褐色土＋ローム土粒・橙色土粒（・小土

塊）、灰白色八女粘土土粒20％
8．黒褐色土＋ローム土粒・八女粘土土粒10％
9．黒褐色土（～暗褐色土）＋ローム土小土塊・ローム土

粒および八女粘土小土塊20％、17・22層より褐色気味
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２）土坑・貯蔵穴（SKまたはSX）（Fig. 10～15）
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たものと認識認識する。 
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３）溝状遺構（SD）（Fig. 16,17）
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４）竪穴住居（SC）（Fig. 18～23,48）
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SC42

pit

pit

9.50m

9.50m

0
1m

e2 e2

e1 e1
9.
50
m

S
C
42

S
C
11

貼
床
推
定
 

貼
床
 

カ
ク
ラ
ン
 

pi
t

SC
42

k1

SC33？ 

9.40mk1

a2

k2

9.40mg1

d2

d2

c2

f2

f1
h1

g2

k2

g2g1
x＝
0

a1

a



SC12（SC26）

瓦片が出土する

SB01に切られ、

その直前 。

SP1127

SC05、SC25

SC05 SD109

SC25

SX114 SD111

SC08、SC42、、SC11 SC08

SC42

SC18、SC32 SC32

0

a1

c1
c2

b
1 b
1

9
.6
0
m

9
.6
0
m

c1
c2

9
.4
0
m

9
.4
0
m

b
2

9.60m9.60m a1 a2・a3

貼床貼床 

アミは貼床アミは貼床 

a4

SK110

SC32SC32

a2

a3

2m2m

SC18を切るか？ 
（SK110より古） 

d2d1 9.60m9.60m

d2d1

b
2

Ⅰ 

Ⅱ 

0

a1

c1
c2

b
1 b
1

9
.6
0
m

c1
c2

9
.4
0
m

下
部
遺
構
 

b
2

9.60m a1 a2・a3

貼床 

アミは貼床 

a4

SK110

SC32

a2

a3

2m

SC18を切るか？ 
（SK110より古） 

d2d1 9.60m

d2d1

b
2

Ⅰ 

Ⅱ 

9
.6
0
m
b
1

b
1

b
2

b
2

a1

a1

0 1m

SK110

SC18貼
床
 

貼床 

a2

a2

9.60m
カクラン 

アミは貼床 

カ
ク
ラ
ン 

カクラン 

（
S
C
3
2
）
 

主
柱
穴
？
 



SC18

0 10cm

1

0 10cm 須・大壺（大甕）

3
土・甕

2
須・壺

SP1168・69上

ミガキあり
（内）当具痕

4
土・高坏（器台）

（内）当具痕

5

6

土・高坏（器台）

土・長頸壺or

〈凡例〉
「須」＝須恵器
「土」＝土師器

※3～6は土師器質だが須恵器的調整のもの 7～9は須・大甕（1と同一を含むか）

8

7

9



1・2 SP1002（SB02）

SP1011

SP1024

SP1020
（SB04）

13～15 SP1012（SB02）

22～25
SP1035
（SB04）

20・21
SP1033
（SB03）

SP
1030下
（SB03）

10・11
SP1009
（SB04）

3～8 SD1016（＋SP1022）

（＋SP1022）

（＋SP1022）

1須・坏蓋（ⅢB～Ⅳ古）

10
須・坏身

（Ⅳ新～Ⅴ）

11土・高坏

12

16

17

SP1020
（SB04）

SP1053

SP1076

27～29 SP1074

（SP1075下）

17

須・坏身（ⅢB？）

須・

弥中・甕

弥中・甕
（須玖Ⅱ）

ミニチュア
（手ずくね）

2 3

（＋SP1022）
6

（＋SP1022）
9

（＋SP1022）
8

5

（＋SP1022）
7

13

4

須・坏蓋（ⅢB～Ⅳ古） 須・坏蓋（高坏？）
（ⅢB）

土・鉢
（6～7c）

土・甑

須・坏蓋
（ⅢB～Ⅳ）

古初・高坏（C系）

須・壺or瓶類 15須・坏身（Ⅳ中～後）

22

23

29

31

須・坏身（Ⅱ？）

須・坏身（Ⅳ）

27土・精製鉢
（6～7c）

須・坏蓋
（Ⅳ前）

24
須・坏身（Ⅵ新）

土・高坏
（6～7c）

弥末～古初
・在地系甕

25

28

2119

20

26

SP1054

SP1051

35～38
SP1064（SB01）※瓦出土建物束柱

34
33

布留系甕（新）

須・坏身（ⅢB～Ⅳ古）

土・精製鉢（7c）

弥中・高坏？

SP1076

SP1090
（SB03）

SP1081SP1065
SP1063

32

43

弥中・甕
（須玖Ⅰ）

須・坏蓋（ⅢB～Ⅳ古）

弥末～古初・在地系鉢

SP1096（SB07）

44

45

41
40

38
SP1097

SP1081

42
SP1084

須・坏身（ⅢA～ⅢB）

土・鉢？

土・鉢
（6～7c）

須・坏蓋
（ⅢB）

須・高坏（ⅢA～ⅢB）

35

37

36須・坏身
（ⅢB～Ⅳ古）

土・甑

14土・甑

弥？（土？）・器台

SP1075下

暗文ミガキ

不定ケズリ

30

須・坏蓋
（Ⅳ）

弥（中末～後初）
・（丹塗）壺

須・坏蓋
（ⅢA）

39土・精製鉢

弥末？
（鉢or高坏）0 10cm

須・坏身
（ⅢB～Ⅳ）



0 10cm

1 3
須・坏身

（Ⅳ・新～Ⅴ）

須・坏身
（Ⅴ）

6

SP1144 9
※
SP1201

土・二重口縁壺？
（不明）

11
SP1224

須・壺の蓋か
7

SP1144
（SB09） 土・高坏

10

35

SP1207
（SB07）
※混入か

須・坏蓋（Ⅶ）
（上部ｶｸﾗﾝ）

SP1364
（SB06） 須・高坏

4須・瓶類
5須・坏身（ⅢB～Ⅳ・前）

2土・鉢（ ）
※
1～5 SP1196

8
SP1194

12
SP2006

弥（中）・壺

須・高坏

15
SP2002

弥（中）
小型甕

18
SP2003 製塩土器？

19

SP2001

25～27 SX171

26・27 SX171A（SP1371）

弥（後）・壺

20

20-21 SP1916（SX504） 弥（後）・壺

須・坏蓋？
（坏身か）
（Ⅳ新～Ⅴ）

17

15～17 SP2002
弥（中）・甕

16弥（前）
甕

タタキ13弥（末）・壺

タタキ

14

13・14 SK051（SB10）

須・壺（甕）

21

タタキ

22
SX118

（SP1115）
弥（末）～古（初）・甕

26
弥（前）？

27弥（中～後）・支脚

弥（中）・甕
SX171B（SP1771）

25

弥（中）・壺 23

SX121（SP1521）

土・小型甕 24
SP1016南（SX502）

32SX502

SP1361

34弥（前）？

須・高坏？

31

29

30
28

SP1601

土・鉢

飯蛸壺

弥（末）～古（初）・壺

SX118（SP1115）

SP1305SP1363

弥（中）

33
SP1966

須・坏身
（Ⅳ）

須・坏身
（Ⅳ・前～中）



SP1159上
（SB15）

SP
1125

SP1123
（SB14）

1・2 SP1116
（SB14）

SP1155

SP1152

SP1173

34須・大甕

0 20cm

1

2

3

7

8

12

13

19

22

27

31

10

須・坏蓋（Ⅳ古）

須・坏蓋（ⅢB）

須・高坏

弥中・小型甕（ミニチュア）

讃岐系甕（搬入か）

弥中・大型壺

須・坏蓋（Ⅴ） 20

15

須・坏身（Ⅳ新～Ⅴ）

弥中・甕

14

11

9

弥中（須玖Ⅱ）・壺

須・坏蓋（ⅢA～ⅢB）

須・ （ⅢB～Ⅳ）

弥中・壺

弥末（～古初）・在地系鉢

布留系甕

古初
・B系布留模倣甕

弥末～古初
・B系？精製小型長頸壺

4土・高坏
（6～7c）

SP1119（SB14）

5

6

古初
・小型丸底壺

弥後・甕

SP1161

SP1188

SP1208

SP1206・1257

19・20 SP1280（SB01？）

23・24 SP1212（SB15）SP1229

SP1913

SP1952（SB09）

32

28

土・精製鉢（皿）

筑前型庄内甕 29小型丸底壺（鉢）
（精製）

SP1511（SC05上）

28・29 ⅡA期（古初）

28・29
SP1127
（SB26下）

23土・高坏
（須恵模倣）

24
土・？
脚付鉢？

SP1102（SB04下）

SP1157
16

17

18

21

須・高坏
（ⅢB～Ⅳ古）

土・甑

土・甑

土・甕（6～7c）

SP1102（SB04下）

17・18は6～7c

SP1239

SP1311

SP1951（SB09）

25・26 SP1237（SP1064の下）

25

沈
線

外来系甕（搬入？）
（系統不詳）

26古初・B系壺（鉢？）

30

33

土・甕（壺？）（6c）

土・鉢（6～7c）



0 10cm

1
須・坏蓋（高坏？）
ⅢA（～ⅢB）

須・壺？
（ⅢB）

土・高坏
（須恵模倣） 土・高坏

（須恵模倣）

須・坏身（Ⅳ古）

須・坏蓋
（Ⅳ）

須・坏身
（Ⅳ新～Ⅴ）

土・精製鉢

土・精製鉢（皿）

弥中（須玖Ⅰ）
・甕

須・坏蓋
（Ⅴ）

須・壺

須・高坏
（陶質土器？）

2・3 SP1004（SB01）

SP1018-A
（SB05？）

11・12・14～17 SP10167（SB01）

SP1018-B

13 SP1068（SB01）

SP1171・上（SB07）

SP1067

SP1068（SB01）

22～25
SP1066
（SB01）

28 SP1160（SB01）

SP1160・1162・1164上

SP1153（SB01）

40・41 SP1153（SB01）

36～39 SP1183・1184上
37 SP1184上（SB08）
38 SP1183

31～35 SP1121（SB01）

SP1066
（SB01）

4・6 SP1018-B（SB05） 8・9 SP1039（SB01）

SP1003・上
（SB01）

4

5

6

13

18

19

23 24

2522

8

須・瓶類

SP1038（SB01）

7

須・坏蓋（Ⅴ）

須・坏蓋（Ⅴ～Ⅵ古）

土・鉢
（精製）

15

須・坏蓋
（Ⅳ新）

16

17

10 SP1066・1067上（SB01）

10
9

11

14

カキメ

SP1018・B
（SB05）

須・坏蓋
（Ⅴ）

土・甑？

土・甑？

土・甑

ケズリ

ヘラ切

天井部
竹管文

土・甑

2

3

12

須・坏身
（小型鉢？）（Ⅴか）

須・坏蓋
（Ⅳ後）

SP1087（SB01） SP1085（SB07）

20

21

須・坏蓋
（Ⅴ～Ⅵ古）

26・27 SP1160（SB01）

26

須・坏蓋
（Ⅵ古） 27

須・坏蓋
（Ⅴ）

28
SP1160
（SB01）

土・精製鉢 29

弥（前・初）
・甕（夜臼系）

30

須・坏身（Ⅳ新～Ⅴ）
（坏状鉢？）

須・坏身
（Ⅳ新～Ⅴ）

土・精製鉢

須・ （ⅢB～Ⅳ古）須・坏蓋（Ⅳ新）

土・鉢

土・坏蓋
土・精製鉢（皿）

土・鉢
（または小型坩）

土・小型坩

土・高坏
（須恵模倣）40

回転ケズリ

41

31

32 33

35

3938

3736

34

ミガキ

（ヘラ記号）



須・壺

0 10cm

須・壺 須・坏蓋
（Ⅴ） 須・坏蓋

（Ⅳ新～Ⅴ）

須・坏蓋
（Ⅳ古か）

土・高坏の蓋か
（須恵模倣）

須・坏蓋
（Ⅴ）

須・坏蓋
（Ⅴ）

須・坏蓋
（Ⅳ）

須・坏身
（Ⅳ新～Ⅴ）

須・坏蓋
（Ⅴ）

土・甕

土・精製鉢（皿）

弥末～古初・A系甕

古墳中期
・甕

弥末・A系甕

古初・
B系高坏

古初
・B系壺

弥中・甕
弥後・壺

弥後・壺須・坏蓋
（Ⅴ）

土・鉢 土・鉢

弥中～後
・器台

弥中・甕

土・鉢 古前・
二重口縁壺？

古墳中期
・甕

（「図」＝Fig.10図中の出土） 「須」＝須恵器、「弥」＝弥生、「土」＝土師器
「前」＝前期、「後」＝後期、「中」＝中期
「古」＝古墳、「末」＝終末期、「初」＝初頭

1～11
SK050
（SP1005・1006）
（＝SB01）

15～29
SX105
（およびSC03）

0 10cm

1
2 3

4

5 6

7

10 11

8 9
12

13

14

15
上（図）

16
SX105東・下

19
上

18
17
上（図）

23
上（図）

22
上層
（上部pitか）

21
SX106・南

20
上

25
SC03＋SX106・上

24
SC03＋SX105・上

（※「上」＝上層，「下」
＝下層）

29
上（図） 28

26

SP1056
（SC03北西） 27

SC03＋SX105・上

（※Fig.10-B）

（※Fig.10-B）

24・25・28
古墳中期か



SC21

SC17 SC03

SX105 

３．出土遺物（Fig. 24～47）

0 20cm

SX108

4～9 SX106

「須」＝須恵器，「弥」弥生土器，「中」＝中期，「末」＝終末期

10～12は混入か？（上部pit？）

2・3 SX107

〈凡例〉
「前・前」＝前期前半

（板付Ⅱa）
「前・初」＝前期初頭

（板付Ⅰ）

1

4

7

8 9

6

10

13
17

18

19

14

15 16

11

12

下層

下層

下層 上層

上層

2

5
上層

3
弥（前・前）壺

弥（前・初） 夜臼系甕

小型壺
or鉢

板付系甕

須・坏蓋 弥（中）・甕
弥（中）・蓋

弥（後）・壺

弥（末）？・小型壺

弥（後～末）・甕

弥（後）・壺 弥（中）・甕

須・壺

須・器台

弥（前・前）壺

弥（前・初） 板付系壺

8・9 板付系壺

弥（前・前） 夜臼系甕



0 20cm

1

3

5

7

16

18

20

17

2

4

6

10

SX112，SX171，
SC32検出

弥（前）・甕

南東上層

下層

下層下層

南東上層
土・甕
（6c？）

土・甕
（6c？）

須・高坏
（ⅢBか）

須玖Ⅰ・甕

弥末
・器台

須・瓶類？

土製投弾？

1・4・8は須玖Ⅰ・甕

2・3・9は（須玖Ⅰ新～）須玖Ⅱ・甕

6・7は混入または上部遺構か

16～18 SK（SD）102

20～27 SC01

28～30
SC04

21須・坏蓋
（Ⅳ前）

22須・坏身
（Ⅳ前）

23須・高坏
（ⅢA～ⅢBか）

24

29

25

須・坏身
（Ⅳ後）

須・坏身（Ⅳ）

上部包含層

SD111（SC25西か）

11～13 須玖Ⅱ・甕

11～15
SX119
（旧SC19）

1～10 SX112 SX112・SX119上

19

須玖Ⅱ・甕

須玖Ⅱ・甕（丹塗）

須玖Ⅱ・甕（丹塗）

15

13

12

11

9

8

須玖Ⅱ・壺
（丹塗）

14

須玖Ⅰ～Ⅱ・甕 26
古初・脚付鉢か

古初
B系甕（壺？）

27

須玖Ⅰ・甕 3028

SC01



0 10cm

D系（布留系）甕
（長胴タイプか）

1～8
SC06

SC26下（SP1127）

SC16

SC08

23，24
SC32

SC23

26・27 SC21

1
Ⅲ区床面
（土器02-ハ）

山陰系壺

古初・鉢

A系脚付鉢
古初・壺？
（C系）

弥（末）？・鉢
（馬韓系軟質鉢か？）

弥中・甕

D系甕
（ⅡB期か）

古初・精製長頸壺
（C系）

須・坏蓋（Ⅳ新～Ⅴ）

須・坏蓋（Ⅳ）

弥中・甕

古初・A系甕 須・高坏の蓋？
（ⅢB～Ⅳ古？）

カキメ？

土・鉢 須・高坏

須・坏蓋（ⅢB）

須・坏身（Ⅳ）

古初
・B系壺か

須・蓋（壺の蓋か）

弥中（須玖Ⅰ）・甕

古初・
（C系）二重口縁壺

土・高坏（器台）
（須恵器模倣）

土・鉢

須・坏蓋（ⅢA～ⅢB）

土？・支脚

須・坏身
（Ⅵ古か）

土・甑

弥中・甕

須・坏身（ⅢB）
弥中～後・器台

2
Ⅰ区中層

5

7

Ⅲ区床面

Ⅱ区床面
（土器01-ロ）

3
Ⅰ区下層

4
Ⅰ区下層

6
Ⅰ区中層

8

11

1213

14

Ⅰ区

15

SC12南東下部（掘り方下）

SC17

SC42（下層） 20～22 SC09orSC29

28～30 SC32上層

SC03（西半・上層）
SC08

10

18

19

9

16

17

23

24

25

26

貼床？

28

29

29

30

31土・鉢

上層
（混入？）

（混入？）

32

22

21

Ⅱ区

20



�

1

3
5

6

10

12

17

11

2120

土・甑

土・鉢（皿）

土・鉢

弥（中）

17は調査区壁の瓦と出土 須・高坏？（蓋か？）
SC26

（北拡張）

弥（末）・小形壺

弥or土・支脚土・鉢（坏）

4

9

16

19

87

15

（ホリ方）

SC25

（ホリ方）

19～21 SO109，SO05

（ホリ方
＋SK051）

2

13

14

18

（ホリ方）

SC14

須・大甕
（Ⅳ）

弥（中）

須・坏身（Ⅳ・古）

弥（中）

須・坏蓋
（ⅢA～ⅢB）

須・坏身
（Ⅳ・後）

須・坏蓋
（Ⅳ・古～中）

須・坏蓋
（Ⅳ）

須・坏蓋（高坏蓋か）
（ⅢA～ⅢB）

（ホリ方＋SK051）

土・甕

須・高坏

須・壺

須・甕

カキメ

※「ⅢB」「Ⅳ（前・後）」「Ⅴ」は須恵器の時期

0 10cm

1～14
SC12（＝SC26）



23
須・　状坏（鉢）
（Ⅳ前）

須・坏蓋
（Ⅳ後）

0 20cm

22須・坏蓋
（ⅢB～Ⅳ前）

（B・C，0）包含層

17須・高坏か（盤？）

SD002カクラン溝

20土・鉢
（6cか）

19須・坏身
（Ⅳ新～Ⅴ）

18
土・甑

18～20
（B・C，1）包含層

13小型器台
（古墳初頭） 14土・小型壺 15土・高坏

須恵器
模倣

10
古墳初頭
・B系鉢9

弥末～古初
・A系鉢

古墳前期
・山陰系壺

6

6～16 SX001（防空壕）

1～4は須恵器

7須・坏身（Ⅳ後）

11須・坏蓋
（Ⅳ新）

16土・鉢（坏）
精製

12須・高坏
（ⅢAか）

8須・坏身
（Ⅳ新～Ⅴ）

不定ケズリ

5土・高坏
（6～7c）

3須・坏身
（ⅢB～Ⅳ古）

4
須・坏身
（Ⅴ）

2
須・甕

1
須・大甕

焼け歪み
著しい

b1

a1

b2

a2

b1 b2

a1 a2

（断面）1

1～5 SD003
カクラン溝

（A，3）カクラン（SP1183・1184か）

（B，0）1面下包含層（下部遺構）

0 10cm



１）土器（Fig. 24～36、32頁Ph. 2、PL. 12－23～25）

Fig. 24 SP1001 1 3～6

4,5

4

Fig. 25 柱穴 SD1016 22

33,38,44

30

27 24

Fig. 26 SB01 SP1196 1,3

11 14 18

15 タタキ

19,21 32

35 6

10

0 10cm

1-2（B，2）包含層

7-8（A，2）包含層

1

3

9

10

須・坏身
（ⅢB～Ⅳ古）

須・坏身
（ⅢB～Ⅳ古）

肥前陶磁（染付）
18c～

土・小型甕

精製

精製

暗文ミガキ

ナデ→ミガキ

3～6
（B・C，2）包含層

2

11

12

5

6

13

1514

4

7

8

土・鉢（坏）

土・鉢（皿）

古（初）・高坏

土・精製鉢

ヘラ記号

ヘラ記号
（外）

弥（前・初）
夜臼系甕

須・坏蓋
（Ⅴ）

須・壺（A，3）包含層

（C，3）包含層（B・C，3）包含層

9～12（B，3）包含層

土・甑

須・高坏蓋

弥（中）・甕

土・高坏



24-4

28-27，26

10　29-4，8，7，5

34-1 18　27-25 32-10 31-28

29-29

11　29-4，8，7，5（内面） 12-30-5，1，3，8

28-27，26（内面） 

28-1
32-7

36-2

24-2

26-15 27-12 27-12（内面） 

1

6 7

8
13

14

15

161719

※「36-2」 
　などは 
　Fig.番号 

27

4 8

7 5

4 8

5 1

3 8
7 5

27 2626

2

3
4 5

0 20cm

1
弥末～古初
・在地（A）系甕

SX105
（Fig.10・A）

細かいハケ→
細密ヨコミガキ

古初・精製長頸壺
（C系）

3
SP1127

須・坏身
（Ⅴ）

弥中・器台

古初・B系高坏

古初・
布留系甕
（ⅡB期か）

6

5

SP1067
（SB01）

SX119
（南）

4
SX105
上（SC03？）

2
SC06
（Fig.18-
土器01-イ）



Fig. 27 11 16,17

9 12 讃岐系甕

25

31

28,29 SP1127 28

29 32

Fig. 28 １

21 5

13,14 24

33 瓦葺建物SB01

41 29 17,27

26

Fig. 29 1～13 SK050

5

SB01の廃絶がⅤ期からⅥ－1期に移行する頃

13 4

15～27 SX105 SC03 15,29

24,25,28 SC03の時

期 18,21,23 16 Fig. 36－1 弥生時代終末 SX105に

伴う 19,20,27 Fig. 36－4

Fig. 30 1～9 1

3,4 5,6,8,9 4～7 SX106

10～12

SK110

14,15,18,19

Fig. 31 1～10 SX112 1～4,8,9

11～15 SX119

18,23

SC01 21,22 28

Fig. 32 1～8,Fig. 36－2 SC06 1

7 Fig. 36－2 4

6

10

11～15 11,13



1

3

5
4

7

6

0 20cm

2

PL．4-6
PL．11-1，2

PL．11-5，6

PL．11-9，10

PL．11-3，4



1

3

5

4

7

6

10
9

11
8

2

PL．11-11

PL．4-7
PL．11-7，8 PL．11-13，14，15

PL．11-12

0 10cm



1

3

5

4

76

9
10

8

0 20cm

2

PL．11-19

PL．12-3

PL．12-1，2

PL．11-16，17，18



1

3

5

4

7

6

9

10
8

0 20cm

2
PL．11-20，21，22

PL．12-9，10，14

PL．12-5，6，13

PL．12-7，8，15

PL．12-18，19

PL．12-11，12
PL．12-16，17



図番号 

Fig. 37 ‐ 1

Fig. 37 ‐ 2

Fig. 37 ‐ 3

Fig. 37 ‐ 4

Fig. 37 ‐ 5

Fig. 37 ‐ 6

Fig. 37 ‐ 7

Fig. 38 ‐ 1

Fig. 38 ‐ 2

Fig. 38 ‐ 3

Fig. 38 ‐ 4

Fig. 38 ‐ 5

Fig. 38 ‐ 6

Fig. 38 ‐ 7

Fig. 38 ‐ 8

Fig. 38 ‐ 9

Fig. 38 ‐ 10

Fig. 38 ‐ 11

Fig. 39 ‐ 1

Fig. 39 ‐ 2

Fig. 39 ‐ 3

Fig. 39 ‐ 4

Fig. 39 ‐ 5

Fig. 39 ‐ 6

Fig. 39 ‐ 7

Fig. 39 ‐ 8

Fig. 39 ‐ 9

Fig. 39 ‐ 10

Fig. 40 ‐ 1

Fig. 40 ‐ 2

Fig. 40 ‐ 3

Fig. 40 ‐ 4

Fig. 40 ‐ 5

Fig. 40 ‐ 6

Fig. 40 ‐ 7

Fig. 40 ‐ 8

Fig. 40 ‐ 9

Fig. 40 ‐ 10

SC26 
No.1

SC26 
No.1

SC26 No.1

SX001(防空壕
ｶｸﾗﾝ)

SC26 No.2

SC26北 
/SX120

SX110Ⅱ上～ 
中層（混入か） 

P1015

P1080

P1160

P1066上層 

P1160

P1068

P1163上層 

P1098 

P1196 

B2-C2包含層 
① 
B2-C2包含層 
① 

SD003西 

SC06北ﾍﾞﾙﾄ 

SC26 No.1 

SC26 No.2 

SX003

SX003から東 
半 

SK050(P1005･
1006)

SK050(P1005･
1006)

SK050(P1005･
1006)

SK050(P1005･
1006)

SK050(P1005･
1006)

P1018上層 

P1067

P1068ベルト 

P1066B上層 

P1085

P1085

P1117

P1124上層 

P1125上層 

平行ﾀﾀｷ→ﾅﾃﾞ
消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ→
ﾅﾃﾞ(ﾏﾒﾂ)

平行ﾀﾀｷ（太） 

擬格子ﾀﾀｷ→一
部縦方向ﾅﾃﾞ 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ→縦方
向ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ→一部
ﾅﾃﾞ 

平行ﾀﾀｷ→一部
縦方向ﾅﾃﾞ 

平行ﾀﾀｷ→縦方
向ﾅﾃﾞ 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ 

格子ﾀﾀｷ 

平行ﾀﾀｷ 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→ﾅﾃﾞ(ﾏﾒﾂ)

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ→一部
ﾅﾃﾞ 

擬格子ﾀﾀｷ→
ﾅﾃﾞ 

平行ﾀﾀｷ→一部
ﾅﾃﾞ 

擬格子ﾀﾀｷ 

平行ﾀﾀｷ→一部
ﾅﾃﾞ 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ(ﾏﾒﾂ)

擬格子ﾀﾀｷ 

平行ﾀﾀｷ 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

平行ﾀﾀｷ 

竹状模骨痕(4mm
幅)、布目痕 

竹状模骨痕、布目
痕→ﾅﾃﾞ消し 

竹状模骨痕、布目
痕→ﾅﾃﾞ 

竹状模骨痕(6mm
幅）、布目痕 

糸切痕、竹状模骨
痕、布目痕→ﾅﾃﾞ 

竹状模骨痕、布目
痕(ﾏﾒﾂ)

竹状模骨痕(4mm
幅)、布目痕(ﾏﾒﾂ)

竹状模骨痕(6mm
幅)、布目痕(ﾏﾒﾂ)

竹状模骨痕、布目
痕 

竹状模骨痕、布目
痕 

竹状模骨痕(5mm
幅)、布目痕→一部
ﾅﾃﾞ 

竹状模骨痕、布目
痕→ﾅﾃﾞ 

糸切痕、竹状模骨
痕、布目痕 

竹状模骨痕(4mm
幅)、布目痕→擦過
→一部ﾅﾃﾞ 

糸切痕、竹状模骨
痕(4mm幅)、布目
痕 

竹状模骨痕(5mm
幅)、布目痕 

竹状模骨痕 

竹状模骨痕、布目
痕→ﾅﾃﾞ 

模骨痕(2.7～3.0 
cm幅)、布目痕 

模骨痕、布目痕→
ﾅﾃﾞ消し 

模骨痕(3～3.5cm
幅)、布目痕(ﾏﾒﾂ)

糸切痕、模骨痕、
布目痕(ﾏﾒﾂ)

糸切痕、模骨痕、
布目痕(ﾏﾒﾂ)

糸切痕、模骨痕、
布目痕(ﾏﾒﾂ)

模骨痕(2.4～3.0 
cm幅）、布目痕　 

模骨痕(2.5cm幅)、
布目痕→一部ﾅﾃﾞ 

模骨痕(2.3cm幅)、
布目痕 

模骨痕(2.8cm)、
布目痕 

模骨痕(2.4cm幅)、
布目痕 

模骨痕、布目痕
(ﾏﾒﾂ)

模骨痕、布目痕
(ﾏﾒﾂ)

模骨痕、布目痕 

模骨痕(2.3cm幅)、
布目痕(ﾏﾒﾂ)

糸切痕、模骨痕、
布目痕→ﾅﾃﾞ 

模骨痕、布目痕 

模骨痕、布目痕→
のち一部ﾅﾃﾞ 

模骨痕、布目痕 

模骨痕、布目痕→ 
一部ﾅﾃﾞ 

広端径18.2、狭端
径12.2、復元本数60、
4ヶ所に連結紐痕 

1ヶ所に2本の連結
紐痕 
 
 

連結紐痕あり 

狭端部復元径7.4、
2箇所に連結紐痕 

1ヶ所に2本の連結
紐痕、復元狭端部
径10.0

復元本数56

2箇所に連結紐痕、
復元本数50

広端部復元径13.2

狭端部復元径6.5

粘土板厚さ1cm、連
結紐痕あり 

広端部復元径12.0

 
 

 
 

広端部復元径19.3、
復元本数70、1ヶ所
に2本の連結紐痕 

 
 

広端部付近は布が
被らず 

狭端部復元径15.6

0.5×0.7の横長方
形格子 
 
 

 
 

狭端部付近に連結
紐痕か 
 
 

 
 

 
 

布綴痕あり、38-10と
同一個体か 

 
 

布綴痕あり、38-8と
同一個体か 

狭端部付近まで布
目被らず 

広端部復元径36.4、
ﾀﾀｷ板幅4cm
 
 

 
 

狭端部復元径39.4 

 
 

 
 

 
 

広端部付近は布が
被らず 

 

1～2mm白色砂粒･
多、1～3mm赤褐色
砂粒･少、雲母･少 

1～4mm白色砂粒･
少、雲母･少、精良 

1～3mm白色・褐色
砂粒･多、雲母･多 

1mm白色砂粒･多、
雲母･多 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1mm白色砂粒･多、
雲母･少 

1～2mm白色・赤褐
色砂粒･多、雲母･多 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･少 

1mm白色砂粒･多、
雲母･多 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多 

1mm白色・赤褐色砂粒･
少、雲母･少、精良 

1mm以下白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1～3mm白色砂粒･
少、雲母･多、精良 

1mm白色砂粒･多、
雲母･多、粗い 

1mm以下白色砂粒･多、
雲母･多、精良 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多、粗い 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1mm白色砂粒･多、
雲母･多 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･少 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多 

1～3mm白色砂粒･
多、雲母･少、粗い 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1～3mm白色・赤褐色
砂粒･多、雲母･多、粗い 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1mm白色・赤褐色砂
粒･少、雲母･少、精良 

1mm白色・赤褐色
砂粒・多、雲母･少 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1mm白色・赤褐色
砂粒･多、雲母･少 

1mm白色。赤褐色
砂粒･多、雲母･多 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･少 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･多 

1～2mm白色砂粒･多、
1mm赤褐色砂粒･多、
雲母･多 

39.2 
（全） 

5.6 

7.6 

7.5 

14.0 

14.5 

7.5 

16.1 

6.4 

5.6 

10.1 

6.7 

9.6 

5.9 

19.1 

7.2 

3.8 

8.5

 7.9 

7.4 

9.9 

14.4 

13.0 

10.3 

13.4 

6.1 

8.4 

23.6 

10.5 

13.4 

6.0 

6.4 

11.4 

5.8 

4.5 

7.9 

17.6 

13.3 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ｹｽﾞﾘ 
(2回)

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 
(2回)

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
(破・截
面残） 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
(2回)

― 

ｹｽﾞﾘ→
ﾅﾃﾞ 

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 
(2回)

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
(2回)

なし 

ｹｽﾞﾘ 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

ﾅﾃﾞ 

なし 

ﾅﾃﾞ 

なし 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

なし 

なし 

― 

なし 

― 

― 

なし 

― 

― 

なし 

なし 

なし 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

― 

なし 

― 

― 

なし 

ｹｽﾞﾘ 
(3回)

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

なし 

― 

― 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

なし 

― 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
(ﾏﾒﾂ)

ｹｽﾞﾘ 
(2回)

― 

(ﾏﾒﾂ)

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ･ﾅ 
ﾃﾞ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ﾅﾃﾞ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ﾅﾃﾞ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ﾅﾃﾞ 

ﾅﾃﾞ 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

なし 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

ﾅﾃﾞ 

なし 

― 

― 

ﾅﾃﾞ 

なし 

― 

なし 

― 

― 

なし 

― 

なし 

ｵｻｴ 

なし 

ﾅﾃﾞ 

― 

ﾅﾃﾞ 

なし 

なし 

― 

なし 

ﾅﾃﾞ 

― 

なし 

なし 

一部 
ﾅﾃﾞ 

― 

なし 

― 

ｵｻｴ 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

なし 

なし 

― 

― 

ﾅﾃﾞ 

ﾅﾃﾞ 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

― 

ｵｻｴ 

― 

なし 

ﾅﾃﾞ 

なし 

ﾅﾃﾞ 

― 

なし 

なし 

ﾅﾃﾞ・
ｹｽﾞﾘ 

― 

なし 

ﾅﾃﾞ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

なし 

ﾅﾃﾞ 

― 

一部 
ﾅﾃﾞ 

― 

ｵｻｴ 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

― 

明橙褐 

明橙褐 

淡黄褐 

淡～明橙
褐 

明橙褐 

明橙褐 

明橙褐 

淡橙褐 

明橙褐 

淡黄褐 

明橙褐 

暗灰褐 

明橙褐 

灰白 

淡～暗黄
褐 

明橙褐 

明橙褐 

暗青灰～
淡黄灰 

淡橙褐 

灰白 

明橙褐 

明橙褐 

明橙褐 

明橙褐 

淡黄褐 

淡黄褐 

淡黄褐 

淡黄褐～
明橙褐 

暗赤灰褐 
～暗灰褐 

淡橙褐 

淡橙褐 

明橙褐 

明橙褐 

淡～明橙
褐 

暗橙褐 

淡黄褐 

暗～淡黄
褐 

黄灰～淡
橙褐 

1.1～
1.4

1.6～
1.7

1.5 

2.2～
2.4

1.2～
1.4

1.5～
1.6

1.2～
1.5

1.2～
1.7

1.4～
1.6

1.4～
1.7

1.5～
1.9

1.7～
2.0

1.4～
1.5

1.3 

1.1～
1.5

1.5～
1.9

1.1 

1.3～
1.6　 

1.7～
2.0

1.6～
1.8

1.4～
1.6

1.3～
1.5

1.6 

1.2～
1.5

1.2～
1.4

1.5～
1.6

1.1 

1.7～
2.0

1.1 

1.2～
1.7

1.5 

1.2～
1.4

1.1～
1.5

1.6～
2.0

1.4～
1.6

1.0～
1.5

1.9～
2.5

1.4～
1.6

やや 
軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

やや 
軟 

やや 
軟 

やや 
軟 

軟 

硬 

やや 
軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

やや 
軟 

軟 

やや 
軟 

硬 

軟 

やや 
軟 

やや 
軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

やや 
硬 

軟 

丸瓦 

平瓦                  

遺構 備考 残長
(cm)

厚さ
(cm)

調整  側部調整 端部調整 胎土 色調 焼成 
凹面 凸面 側面 凹面 凸面 側面 凹面 凸面 



6

9

0 20cm

2

3

7

8

1

4

5

PL．12-22

PL．4-8

PL．12-20，21



12,14 16

19 坏Ｂの

未定型型式の蓋 28

1（Fig.40-2） 2（Fig.40-10）
3（Fig.41-8）

4（Fig.37-7）
5（Fig.38-8） 6（Fig.37-6）

7（Fig.41-7）

8（Fig.40-5）
0 5cm

9（Fig.38-8） 10（Fig.37-1）



Fig. 41 ‐ 1 

Fig. 41 ‐ 2 

Fig. 41 ‐ 3 

Fig. 41 ‐ 4 

Fig. 41 ‐ 5 

Fig. 41 ‐ 6 

Fig. 41 ‐ 7 

Fig. 41 ‐ 8 

Fig. 41 ‐ 9

P1160 

P1160･61･62･
1364上層 

P1195 (ﾍﾞﾙﾄ) 

P1195 (ﾍﾞﾙﾄ) 

P1364北西角 
上層 

南東ｽﾐ土層 

表土剥ぎ時遺 
 構面上包含層 

A3包含層 

B2-C2包含層 
① 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

格子目ﾀﾀｷ→
ﾅﾃﾞ 

ﾀﾀｷ→縦方向
ﾅﾃﾞ消し 

模骨痕、布目痕→
のち一部ﾅﾃﾞ 

模骨痕、布目痕→
擦過 

模骨痕、布目痕→
ﾅﾃﾞ消し 

模骨痕、布目痕 

糸切痕、模骨痕、
布目痕→一部ﾅﾃﾞ 

模骨痕、布目痕 

模骨痕(1.7～2.5 
cm幅)、布目痕 

模骨痕、布目痕→
一部ﾅﾃﾞ消し 

模骨痕、布目痕→
ﾅﾃﾞ消し 

広端部復元径37～
38 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

狭端部復元径28.6 

0.7×1.1の横長方
形格子、横線が細い 

 

1～2mm白色砂粒･
多、雲母･少、粗い 

1～3mm白色砂粒･
多、雲母･多、粗い 

1mm白色砂粒･多、
雲母･少、粗い 

1～2mm白色砂粒･
多、1mm赤褐色砂粒･
多、雲母･多、粗い 

1～3mm白色砂粒･
多、1mm赤褐色砂粒･
多、雲母･少、粗い 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

1～3mm白色砂粒･
多、雲母･少、粗い 

1mm白色砂粒･多、
雲母･多 

1mm白色砂粒･少、
雲母･少、精良 

23.0  

6.9  

6.1  

9.8  

10.9  

2.3  

12.9  

9.5  

12.2 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ  
（2回） 

ｹｽﾞﾘ 

（3回） 
ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
（截面 
残） 

ｹｽﾞﾘ 
（破･截
面残） 

ｹｽﾞﾘ 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
（2回） 

なし 

なし 

― 

なし 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

ﾅﾃﾞ 

なし 

ﾅﾃﾞ 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 
（3回） 

なし 

ﾅﾃﾞ 

― 

― 

― 

― 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

ｹｽﾞﾘ 

ｹｽﾞﾘ 

― 

― 

― 

― 

― 

ﾅﾃﾞ 

― 

なし 

なし 

― 

― 

― 

― 

― 

ﾅﾃﾞ・
ｹｽﾞﾘ 

― 

なし 

明橙褐 

明～暗
橙褐 

明橙褐 

明橙褐 

明橙褐 

淡灰白 

暗橙褐～
淡赤褐 

灰白 

淡橙褐 

1.4～
1.7 

1.7～
1.9 

1.3～
1.5 

1.4～
1.5 

1.3～
1.6 

1.6～
1.8 

2.1～
2.4 

2.2～
2.5 

1.6～
1.8

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

軟 

やや 
硬 

やや 
軟 

やや 
硬 

32 25 21

9,Fig. 36－3

Fig. 33 1～14,17 SC12 1

2 8 6

SC12はⅣ期新相 17

7,13

16 SC25 19 SC05

Fig. 34 1

8 16

17 12

Fig. 35 1 2

4 13

11 10

２）瓦（Fig. 37～41、PL. 11・12）

SB01

（表１・２）

丸瓦は全て無段式（行基式）

丸瓦 凸面

Fig. 37－7

37－6

凹面



竹状模骨

38－5,6

37－1 38－8

37－1

37－1 37－5

平瓦 凸面

39－1

39－10,40－2,6 39－10

41－8

凹面 模骨痕

側面調整

39－10

割熨斗瓦 40－1

41－7

41－8

40－5,41－1 40－10

３）石器・石製品（Fig. 43～45）

工具 Fig. 43－4 太型蛤刃石斧

Fig. 43－1 方柱状片刃石斧

Fig. 43－2 石製穂摘具または磨製石剣の

茎

手斧もしくは鑿として再使用

Fig. 43－6,8,9 砥石 6 9 8 天草石

Fig. 43－6 手持ち砥石

Fig. 43－9 置砥石

Fig. 43－8



手持ち仕上げ砥石

敲打器

0 10cm

1
（B・C，1）包

2
SX112   

3
SD102上層 6

SC02

5
遺構不明

7
SX106上層

1
（C，2）包含層

8
（B，0）1面下包 9

SX001

a

b

a

b

〈凡例〉
「包」＝包含層

砥　面

砥
　
面

砥
　
面

研　磨

研
　
磨

研
　
磨研

磨

砥　面

砥
　
面

研
　
磨

摩耗面？（or研磨）

使用による
摩耗面

軽く
研磨



農具 Fig. 43－3,5 石製穂摘具 Fig. 43－3

Fig. 43－5

前期

前期ないし後期 調理加工具 Fig. 43－7

石皿

Fig. 44－3,5

削器 Fig. 44－4

剥片石器

－

武器・狩猟具 Fig. 44－1 石鏃未製品

Fig. 44－2 旧石器時代の剥片

Fig. 45 1～4

1 鋸歯縁の石鏃 2 石錐

3 石核 4 旧石器時代の剥片

４）玉類（Fig. 46）

1～6 滑石製 1

0 5cm

1
SP1353

2
（B，0）北
1面下包

4
（B・C，1）包

5
SX106
下層

3
SP1132



有孔円板 2～6 臼玉 2,3

2 3 4～6

4 5

6 7 ガラス丸玉

５）鉄製品（Fig.47）

１ ヤリガンナ

２

鉄素材 3 鉄釘

4 環状鉄器

0 3cm

0 2cm

1 2

3

4

1～4 黒曜石製

2～6 滑石製臼玉有孔円板（滑石）

屈曲

ヤリガンナ？

ハ
ク
リ
・
欠
損
有
り

（C，2）包含層 （C，2）北カクラン

P1258

P1090

1
SD1016上
（SC11？）

1

2

P1159
（SC32？）

P1239
3
P1160・1364・
1161・1162上部

4
SX001
（防空壕）

不明環状鉄器
クサビ状不明鉄器
（鉄素材？）

釘状鉄器

（1・2：1/2，3・4：2/3）

2
（B，0）1面下

3
SP1114
（SC12）

4
SC12or
SC14

5
SP1002
（SB02）

6 7
SP109
（SC05）

SC01北西

気泡あり

ガラス小玉

0 5cm 0 3cm



Ⅲ．まとめ
遺構の変遷 竪穴住居・土坑 掘立柱建物

（Fig. 48,49） ①弥生時代前期初頭～前半 ②弥生時代

中期前半～後半 ③弥生時代後期（後半？）～終末期 ④古

墳時代前期初頭～前半 ⑤古墳時代中期前半 ⑥古

墳時代後期 ⑥～⑦ⅢＢ期～Ⅳ期古相

⑦Ⅳ－1～2期

⑧Ⅳ－2～3期 ⑨Ⅳ－4期

⑩Ⅳ－4期末～Ⅵ－1期初頭 SB01 ⑪Ⅵ期

（Ⅵ－1期） （Ⅵ－2期）

瓦の出土は⑧新相（Ⅳ－３期）～⑪古相（Ⅵ－１期）

周囲に瓦葺き建物が連続して存在した可能性 大型建物SB01

初期瓦が相応する建物に伴うことが明らかになった

官衙 国家的外交施設 出土

瓦

SC11
SC42

SC08

SC10

SX SX 
101101

SC09（＝40） 

SC 
　29 
　（＝2424？） 
 

SC42

SC33

SC31

SC44 SD102

SC06
SC45？ 

SC03aSC03a？ 

SC03b？ 

SC34SC01

SC24
SC17

SC16SC02

SC15 
（古）？ 

SC15

SC 
23

SC04 
ベッド？ 

SX108SX108
SC40

SC01 
（古）？ 

SX 
105

SC03a 
　　　　  ？ 

下部下部 
　SX106SX106

SX1
07

　　　　　　は古→新古→新を示す。 
「A・B・C」「0・1・2・3」は 
グリッドを示す。 
 

0

1

（SC04） 
（SD109） 

SX119

SC21 
（SX112 SX112 
より上？） 

SX 
112

SK110

SC32

A B C

3

2

SC18
SD
11
1

SD
11
1（
SC
25

SC
25？
） 

SX114 
（SC25？） 

SC12

SC05 
（SC12SC12の下） 

SC25 
（SC12SC12の下） 

SC26 
（＝SC12SC12） 

SC11
SC42

SC08

SC10

SX 
101

SC09（＝40） 

SC 
　29 
　（＝24？） 
 

SC42

SC33

SC31

SC44 SD102

SC06
SC45？ 

SC03a？ 

SC03b？ 

SC34SC01

SC24
SC17

SC16SC02

SC15 
（古）？ 

SC15

SC 
23

SC04 
ベッド？ 

SX108
SC40

SC01 
（古）？ 

SX 
105

SC03a 
　　  ？ 

下部 
　SX106

SX1
07

　　　は古→新を示す。 
「A・B・C」「0・1・2・3」は 
グリッドを示す。 
 

0

1

（SC04） 
（SD109） 

SX119

SC21 
（SX112 
より上？） 

SX 
112

SK110

SC32

A B C
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2

SC18
SD
11
1（
SC
25？
） 

SX114 
（SC25？） 

SC12

SC05 
（SC12の下） 

SC25 
（SC12の下） 

SC26 
（＝SC12） 

SC17SC17

SC16
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SB08 SB09

SB06

SB15

SB08？ 

SB01

SB12
SB12

S
B
01

SB09

M.N.M.N.

G.N.G.N.

SB 
  14？ 

SB13
SB13

SB1
0
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SB07SB07

S
B
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SB04

SB0
3

SB0
3

SB11

S
B
01

SB02

SB1
1

SB1
1 SB02 SB04

SB08 SB09

SB06
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SB01

SB12

S
B
01
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M.N.

G.N.

SB 
  14？ 

SB13

SB1
0
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　束柱） 
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S
B
05
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SB11

S
B
01
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1 SB02 SB04



1 . 那珂115次調査区全景（東から）

2 . 那珂115次調査区全景（西から）





↓は瓦

1 2 3 4







10141014101410141014101410141014101410141014101410141014101410141014

10151015101510151015101510151015101510151015101510151015101510151015

10661066106610661066106610661066106610661066106610661066106610661066

10681068106810681068106810681068106810681068106810681068106810681068 10671067106710671067106710671067106710671067106710671067106710671067

10871087108710871087108710871087108710871087108710871087108710871087





106106106106106106106106106106106106106106106106106

107107107107107107107107107107107107107107107107107

119119119119119119119119119119119119119119119119119

112112112112112112112112112112112112112112112112112

SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32



SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32

110110110110110110110110110110110110110110110110110

119119119119119119119119119119119119119119119119119

171171171171171171171171171171171171171171171171171

112112112112112112112112112112112112112112112112112

SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06SC06



SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01SC01

SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09SC09

SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29SC29

SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112

SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32
SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32SC32

SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112SX112



1

8

6

7・8（タタキ・摸骨）38-8丸瓦 

1

3 4

9

11 12

18

21

14

15

20

8

16

19 22

17

7

10

13

5

6

2

1・2（弓切・模骨）37-1丸瓦 

3・4（凸・凹）37-5丸瓦 

9・10（凸・凹）37-7丸瓦 

5・6（凸・タタキ）37-6丸瓦 

11（凹）38-6丸瓦 12（凹）38-9丸瓦 

18（タタキ）39-10平瓦 

19（凹）39-1平瓦 22（タタキ）40-1平瓦 

13・14（凸・凹）38-11丸瓦 

15（タタキ）38-11丸瓦 

20・21（凹・凸）40-1平瓦 

7・8（タタキ・摸骨）38-8丸瓦 

16・17（凹・凸）39-10平瓦 

〈凡例〉 
「凸」＝凸面、「凹」＝凹面、「弓切」・「摸骨」・「タタキ」 
は各成形痕の部分写真、「37-1」他はFig.番号 

PL .11 出土初期瓦写真（1）



1

5 6 7 8

2

3
4

9 10

11 12

16 17

20 21

22

1・2（凹・凸）39-7平瓦 

5・6（凹・凸）40-2平瓦 

9・10（凹・凸）40-3平瓦 

13・14・15（タタキ）40-（左から）2・3・5平瓦 

11・12（凹・凸）40-10平瓦 

16・17（凹・凸）40-8平瓦 

7・8（凹・凸）40-5平瓦 

3（タタキ）39-2平瓦 
4（凸）41-5平瓦 

23 24 2525

1918

13 14 1513 14 15

18・19（凹・凸）40-9平瓦 

22　41-1平瓦 23　26-7須恵器壺 24　24-1須恵器大甕 25　36-1弥生末甕 

20・21 
（凹・凸） 
41-8 
平瓦 

PL .12 出土初期瓦写真（2），出土土器写真（2）
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調査 面積 （㎡） 14 1．2 7㎡

調　 査　 原　 田 共同住宅兼個人専用住宅建設

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落、
弥生時代、古墳時

代、飛鳥時代～奈

良時代

竪穴住居2 5以上＋ 弥生土器＋土師器 非常に密集した遺構群、弥生時代（前

溝3＋掘立柱建物15 ＋須恵器＋瓦（初期 期初頭～前半．中期前半～後半）の貯

以上＋土坑7以上（う 瓦）＋鉄製品＋石器 蔵穴、弥生時代中期後半～古墳時代
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大多数 玉類＋ガラス小玉 時代の住居群＋掘立柱建物群、飛鳥

時代の瓦（初期瓦）を伴う大型掘立柱

建物（初期官衝か）

福岡市
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